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事業事前評価表（開発調査） 
作成日：平成 20 年 8 月 27 日 

担当課：産業開発部 資源・エネルギーG 

    電力・エネルギー課 
１．案件名  
ラオス国 電力系統計画調査 

２．協力概要 
（１）事業の目的 

ラオス国全土を対象に、2011 年から 2030 年までの 20 年間を対象とした電力系統計画を

策定するとともに、その計画において選定される優先プロジェクトに関し、基本設計を行

うことを目的とする。さらに、カウンターパート機関に対し、調査を通じ電力系統計画に

係る技術移転を行う。 
 
（２）調査期間 

2008 年 12 月～2009 年 12 月 
 
（３）総調査費用 1.5 億円 
 
（４）協力相手先機関 

エネルギー鉱業省（Ministry of Energy and Mines：MEM） 
電力局（Department of Electricity：DOE） 
ラオス電力公社（Electricite du Laos：EDL） 
＊：DOE、EDL ともに MEM の下部機関である。 

 
（５）計画の対象（対象分野、対象規模等） 

対象分野：電力系統計画 
対象地域：ラオス国全土 

 
３．協力の必要性・位置付け 
（１）現状及び問題点 

ラオス国で電力行政を主管する、エネルギー鉱業省（Ministry of Energy and Mines：MEM）

電力局（Department of Electricity：DOE）は、電力セクターの開発目標として民生向上に資

する電化率の向上、及び国家財政に寄与する外貨獲得のための電力輸出の促進を掲げてお

り、ラオス電力公社（Electricite du Laos：EDL）とともに４地域（北部、中部１、中部２、

南部）の基幹電力網を相互接続することによる各基幹電力網の最適化と安定性向上に取り

組んでいる。その一環として JICA の協力により「送変電設備マスタープラン」（2001-2002）

が策定され、現在は円借款により同マスタープランに基づく中部１と中部２との間

（Borikhamxay-Savannakhet 間）の送変電施設整備が進められている。この施設が完成すれ

ば、中部２地域は乾期の間、国内料金より高い電力を周辺国から輸入しているという現状

から脱却することが可能となる。 

包蔵水力に恵まれた中部１と南部それぞれにおける基幹電力網を、中部２を介して相互

接続させれば、両地域間の電力融通を通じた電気事業経営の改善がはかれるため、現在整

備中の送電線をさらに南部 Champasak 県の Pakse まで延伸させ、ナショナルグリッドを完

成させることが望まれている。 
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（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

ラオス国の電力政策の具体的展開として、４項目があげられており、そのうちの２項目

は以下のとおりである。 

１）2020 年時点での国内電化率 90％、このための国内グリッドの拡張、オフグリッド電源の

整備、エネルギー自給率・安全性の向上、長期持続的な電力プロジェクトの実施 

２）大メコン圏（GMS）での電力融通の促進、IPP（Independent Power Producer）プロジェク

ト選択・実施手順の確立、IPP によるラオスへの利益最大化、電力融通に資する送電網の

開発 

 

電力系統を全国に拡張することは、上記具体的展開のうち、国内グリッドの整備、エネ

ルギー自給率・安全の向上、電力融通に資する送電網の開発を達成するものである。 

 

（３）他国機関の関連事業との整合性 

本件に関連し、世界銀行（WB）、アジア開発銀行（ADB）が支援するプロジェクトは下

記のとおりであり、我が国が支援する中南部の国内基幹系統の整備とうまく棲み分けがで

きている。また、世銀が中央給電指令所や変電所の制御監視に関わる情報管理システムの

整備を近い将来計画していることも本プロジェクトと深い関連があり、それぞれの相乗効

果が期待できる。 

 

115kV 送電線 Ban Hat SS – カンボジア国境 

115kV 送電線 Xeset SS – Saravan 

中央給電指令所の設置 

世界銀行 

変電所での情報管理システム支援 

アジア開発銀行 北部送変電拡張（115kV） 

 

（４）我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置づけ 

日本国政府は 1970 年代以降、資金協力、技術協力両面でラオス国の電力分野に多くの協

力を行ってきており、近年ではラオス国電力セクターにかかる総合的な政策支援として、

電力政策アドバイザーの派遣及び電力技術基準整備プロジェクトを実施してきている。 

我が国の対ラオス国別援助計画（2006 年 9 月）における援助目標の一つは、「自立的・持

続的成長の原動力となる経済成長を促進すべく、その基盤造りを支援する」ものであり、

重点分野として「社会経済インフラ整備及び既存インフラの有効活用」が上げられている。

JICA 国別事業実施計画（2007 年 2 月）はこれを踏襲しており、本件は主要都市への安定し

た電力供給及び未電化地域の電化促進を通じた民生向上及び貧困削減のために、電源開発

及び送配電の計画的かつ効率的な実施のための電力行政能力の強化、電力事業体の能力向

上を目的とする電力整備プログラムに位置づけられる。 
４．協力の枠組み 
（１）調査項目 

Stage l 電力系統計画 
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１）電力セクターに係る関連データ・情報の収集及びレビュー 

ア.社会経済及び環境関連情報 

イ.エネルギー消費及び発電電力量 

ウ.需要予測（工業・商業・地域開発計画を含む） 

エ.電力開発計画 

オ.国際系統連系の情報（ラオス、タイ、ベトナム、中国間） 

カ.工事用資材、機材及び工事用労働力の調達及び費用情報 

キ.環境クリアランス制度に係わる承認手続の情報 

２）電力需要予測のレビュー 

３）送電系統調査 

ア.既存送変電設備の調査及び課題の特定 

イ.系統延伸計画のレビュー 

ウ.送変電計画基準と信頼度基準のレビュー 

エ.現地踏査 

４）電力系統の解析 

ア.電力潮流解析 

イ.短絡電流解析 

ウ.系統電圧及び周波数解析 

エ.信頼度及び安定度解析、等 

５）20 年間の電力系統計画の策定 

ア.20 年間の電力系統計画の費用積算 

イ.電力系統プロジェクトの評価及び優先順位検討（最優先プロジェクトの選定） 

 

Stage 2 選定された電力系統プロジェクトの基本設計 

１）選定された電力系統プロジェクトに関する現地踏査 

ア.基本設計に必要とされる地形・地質情報収集のための現地踏査の実施 

２）選定された電力系統プロジェクトの基本設計 

ア.必要とされる設備の基本設計 

イ.必要とされる設備仕様に係る準備作業 

ウ.工事工法やスケジュールを含む施工計画の準備作業 

エ.プロジェクト費用積算 

オ.経済及び財務評価 

３）制度及び実施体制の検討 

ア.プロジェクト実施・調整のための体制検討 

イ.資金計画 

４）環境影響評価 

ア.環境影響のためのスコーピング 

イ.環境社会インパクトに係る初期調査 
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上記一連の調査や業務をカウンターパートと共同で実施することにより、カウンターパ

ートに対して必要な技術移転を行う。また、調査期間中に実施する技術移転セミナーにお

いて送変電系統計画等の分野でカウンターパートへの技術移転を実施する。 

 

（２）アウトプット（成果） 

１）20 年間のラオス国内電力系統計画の策定(2011-2030) 

２）選定された電力系統プロジェクトの基本設計実施 

３）電力系統計画に係る技術移転 

 

（３）インプット（投入）：以下のコンサルタントの投入による調査の実施  

ア．総括/電力系統計画／１ 

イ．需給計画／１ 

ウ．系統解析／１ 

エ．送電設備設計／１ 

オ．変電設備設計／１ 

カ．経済財務分析／１ 

キ．環境社会配慮／１ 

合計 7 名 

 

５．協力終了後に達成が期待される目標 

（１）提案計画の活用目標  

・策定された系統計画に基づき、優先プロジェクトが実施される。 

・系統計画に基づき、カウンターパートにより国際系統及び IPP との連携や調整が推進さ

れる。 

 

（２）活用による達成目標 

・系統計画の実施により、系統信頼性の向上と国内電力供給増を図り、地方電化の推進と

電力公社の収入増へ貢献する。 

・状況変化に対応した系統計画の見直しがカウンターパートにより行われる。 

 

６．外部要因 

（１）協力相手国内の事情 

・IPP 新設や鉱山開発という大規模な計画があるものの、不確実性が高く、需給計画が大

きく変動する可能性がある 

 

（２）関連プロジェクトの遅れ 

   特になし 

７．貧困・ジェンダー・環境等への配慮（注） 

JICA 環境社会配慮ガイドラインにおる本調査のカテゴリ分類は B である。本調査対象となる
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候補プロジェクトの近隣には国立保護区もあることから、送電ルートの選定の際には慎重な検

討を要する。また、送電線建設に伴い、住民移転が生じて住民移転対象に貧困層（特に女性世

帯主の低所得者層等）が含まれる場合については留意する。 

 

８．過去の類似案件からの教訓の活用（注） 

本件では、2011-2030 年を対象とした 20 年間の電力系統計画（マスタープラン）を策定する

が、電力系統計画は電源開発、需要想定の内容に大きく影響を受けることから、IPP 数の増大、

鉱山需要、国際連系などを十分に考慮するとともに、考えうる複数のケース（シナリオ）を示

すなど柔軟な対応が必要となる。そのため、技術移転に関しては「ラオス国送変電設備マスタ

ープラン調査（2001-02 年）」の経験を踏まえ、先方関係機関が現在も活用している系統計画・

解析ソフト（PSS/E）を用いて、より現状に適した計画・解析手法についての技術移転が求めら

れている。 

また、近隣諸国との国際電力系統連系の将来的な方向性を見据えて計画を策定するために、

「インドシナ地域電力セクター域内協力に係るプロジェクト研究（2007-8）」の結果を踏まえ、

それらの国々との意見交換を本格調査で行うこととする。 

 

９．今後の評価計画 

（１）事後評価に用いる指標 

（ａ）活用の進捗度 

・策定された系統計画に基づいて実施されたプロジェクト 

・策定された系統計画に基づいた国際系統及び IPP との連携・調整の実績 

（ｂ）活用による達成目標の指標 

・策定された系統計画の実施による国内への電力供給増 

・策定された系統計画の実施による系統信頼性向上への貢献度 

・策定された系統計画の実施による地方電化の推進と電力公社の収入増への貢献度 

・カウンターパートにより更新された系統計画 

 

（２）上記（ａ）及び（ｂ）を評価する方法及び時期 

 フォローアップ調査等によるモニタリング（2011 年度以降） 

 

（注）調査にあたっての配慮事項 



















 

 

５．環境社会配慮サマリー（英文） 
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Summary of Preparatory Study on the Environmental and Social Consideration 
 

1. Project Title 

The Study on Power Network System Plan in Lao PDR 

 

2. Type of the Study 

Development Study 

 

3. Environmental Category and Reason for Categorization 

Category: B 

Reason:  It is envisaged that the Study does not cause any serious negative environment and 

social impacts since environmental and social considerations are incorporated into all 

components: reviewing the current national power system network plan, selecting a 

prioritized project, and conducting basic design for the selected project.  Upon 

planning the specific project, no other serious impacts are predicted if the transmission 

line routes are selected to mitigate or minimize the negative impacts. 

In Lao PDR, at each phase of project planning, implementation, and operation & 

maintenance for power network system construction, environmental and social issues 

were examined to mitigate or alleviate negative impacts according to stipulations in 

existing laws, regulations, and standards. To the present, in the projects composed of 

only transmission lines, those routes were practically planned diverting from 

environmentally and/or socially critical locations such as national protected area 

(National Biodiversity Conservation Area: NBCA) as much as possible. Therefore, 

those projects were required to conduct only Initial Environmental Examination (IEE) 

to obtain environmental certificate.  

 

4. Agency or Institution Responsible for Implementation of the Project 

Responsible Agency:  

Department of Electricity (DOE), Ministry of Energy and Mines (MEM) 

Executing Agency:  

Department of Electricity (DOE) and Electricité du Laos (EDL) 

 

5. Outline of the Project 

5.1. Objectives 

The objectives of the Study are: 

1. To formulate the power network system plan in Lao P.D.R. for twenty (20) years from 
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2011 to 2030; 

2. To develop basic design of a selected project; and 

3. To transfer relevant skills and technologies regarding the power network system planning 

to counterpart personnel 

 

5.2. Scope of the Study 

(1) Stage 1- Power Network System Plan 

i) Collection and review of existing and planned data and information related power sector 

ii) Review and improvement of a demand forecast  

iii) Transmission system survey 

iv) Detail studies on Power Network System 

v) Formulation of Power Network System Plan for 20 years 

 
(2) Stage 2- Basic Design of a Selected Project 

i) Field survey on a selected project, 

ii) Basic design on a selected project, 

iii) Institutional arrangement, 

iv) Environmental impact study 

 
6. Description of the Study Area 

Lao People’s Democratic Republic is a landlocked country, which is bordered by five countries of 

Vietnam, Cambodia, Thailand, Myanmar and China.  The population of about 5.6 million inhabit in 

the total land area of 230,800 km2.  The population density is 23.7 persons per km2, which is far 

blow the one on the average in Southeast Asia of 122 persons per km2.  Ethnic compositions are 

diverse and 49 ethnic groups are identified by Census survey 2005. The largest ethnic group is Lao, 

accounting for 55% of the total population.  The majority of the population is engaged in 

agriculture and the country’s economy depends on rich natural resources, including forest and water 

resources. 

The topography of the country of the northern and eastern parts is dominated by mountains and 

plateaus. The largest river, the Mekong (Nam Khong), which runs throughout the country, provide 

fertile flood plain for rich and a variety of natural environment.  Forest area occupies about 54% of 

the total area and forestry production contributed 2.9% of GDP (estimated for year 2006) and its 

share would be even higher if subsistence and other use are counted. Forest areas also have rich 

biodiversity.  The country has, however, been encountering serious deforestation causing by illegal 

logging and slash-and burn shifting cultivation. The Government of Lao PDR established the 

national level of conservation area of 20 National Protected Area (NPA, it is also  
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Table 1 : Number and Area of Conservation and Protection Forestry 

Forestry 
Category 

Administrative 
Level 

Number Area :1,000 ha 
(% of total land) 

Conservation National 
20 NPA  

2 Corridor 
3,391 (14.0%) 

 Provincial 57 77 (0.3 %) 
 District 144 504 (2.1%) 

Protection Provincial 23 461 (2.0%) 
 District 52 56 (0.2%) 

Source: “Forestry Strategy to the Year 2020 of the Lao PDR” (2005), P.11-12 

 
Figure 1: Location of National Conservation Forestry Area  

 

Source: Forest Inventory & Planning Division, Department of Forestry, Ministry of Agriculture and Forestry  

 

Provincial Boundary 
NPA (NBCA) 
Protected Forestry  
Production forestry

Scale
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known as National Biodiversity Conservation Area: NBCA), 2 Corridors that is approximately total 

3.4 million ha (14% of total land), and conservation and protection area at provincial and district 

level .(Refer to Table 1 and Figure 1 for the location)  

Highlighting the southern part of the country where candidate projects for basic design of the 

study might be considered, population densities of three provinces, Savannakhet, Saravane, and 

Champasak are relatively higher than the national average, 37.9, 30.3 and 39.4 persons per square 

km respectively. 6 NPAs, total 1.06 million ha, encompass three provinces. Southern part of the 

country is characterized as having a high potential of Unexploded Ordnance (UXO) contaminated 

area as shown in Figure 2. 

 

 
Figure 2: Location of Bombing Mission  

 

Source: Forest Inventory & Planning Division, Department of Forestry, Ministry of Agriculture and Forestry  
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7. Legal Framework for Environmental and Social Considerations 

(1) Laws, Regulations, and Standards related to environmental and social issues 

The Article 8 of “Environment Protection Law ( NO.02-99/NA, April 1999）” stipulates that 

development projects with potential environmental impact shall submit environmental assessment 

report in accordance with the regulations by the responsible agencies for those projects.  

“Regulation on Environmental Assessment in the Lao PDR (No. 1770 / STEA, 10, 2000)” refers 

to specific procedures and requirements for IEE and Environmental Impact Assessment (EIA), 

including stakeholder consultation and information disclosure.   

Ministry of Energy and Mines (MEM) is responsible for the law and regulation on power 

development projects and therefore established the regulations and standard of environmental and 

social considerations for power development projects.  “Regulation on Implementing 

Environmental Assessment for Electricity Projects in Lao PDR (NO.447/MIH, November 2001）”  

refers to implement environmental assessment requirements and procedures. This regulation 

stipulates the procedure of IEE and EIA as in the chart below.  All projects are subject to 

environmental screening and then proceed for IEE that examines whether or not it is necessary to 

conduct EIA.  Public consultation is held 2 or 3 times during the preparation of IEE and EIA. 

“Environmental Standard Management for Electricity Project (NO.0366 MIH.DOE, June 2003）” 

refers to details of environmental Screening.  

In July 2007, Water Resources and Environment Agency (WREA) was established as EIA 

approval entity, taking over the department which is responsible to environmental issues under 

Science and Technology and Environmental Agency.  Accordingly, EIA related regulation 

established by STEA was under the process of revision as of June, 2008.  
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Chart: Environmental Assessment Process for Electricity Sector 

 

Source： “Regulation on Implementing Environmental Assessment for Electricity Projects in Lao PDR” p5 
 

Note: Water Resources and Environment Agency (WREA) was newly established in 2007 and STEA in this 
chart was replaced by WREA 

 

 

(2) Relevant agencies and institutions of EIA 

EIA Division in Department of Environment of WREA is in charge of issuing the license of 

environmental certificate. The responsible agency for Environmental Assessment process of all 

electricity projects is Department of Electricity of MEM.  Relevant agencies for review on IEE and 

EIA of electricity projects are, for example in general, Ministry of Agriculture and Forestry, Ministry 

of Culture Information, Ministry of Transportation and Civil work, Ministry of Public Health, Local 

authorities and others.   

 

8. Provisional Scoping of the Environmental and Social Impact Study 

The Study reviews existing power system network and future plan in year in Figure 3.  A 

candidate project for basic design is located from Savannakhet to Champasak province. Careful 

environmental and social consideration upon selecting transmission line route can mitigate negative 

impacts on local resources. For the candidate project for basic design, it is necessary to consider 

particularly the location of National Protected Area of Forestry (NBCA) and clearance of UXO.  

The result of provisional scoping for the Study is in Table 2. At this time of the preparatory study, 
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there are no items with possibility of serious impacts; however, there are some items which may 

have some impacts.  

 

Figure 3: Long-term Power Development Plan (2007-2016) 
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Table 2: Provisional Scoping of Environmental and Social Impact Study 
Name of Cooperation Name  

No. Impacts Rating a Brief Description 
Social Environment:  
*Regarding the impacts on “Gender” and “Children’s Right”, might be related to all criteria of Social Environment. 

1 Involuntary Resettlement 
 

B Depending on the transmission line route, some 
houses might be resettled although the number 
should be minimal. 

2 Local economy such as employment and livelihood, etc. B Depending on the transmission line route some 
impacts on economic activities might be affected by 
resettlement, however, those may be minimal. 

3 Land use and utilization of local resources 
 

B Depending on transmission line route, land 
acquisition around steel tower may be necessary 
and there might have some impacts. Also, around 
the transmission line, there might be some impacts 
on local resources such as cutting or relocating 
commercial trees, and so on.. 

4 Social institutions such as social infrastructure and local 
decision-making institutions 

C  

5 Existing social infrastructures and services 
 

B Depending on the transmission line route, some 
infrastructure may be affected. 

6 The poor, indigenous and ethnic people C  
7 Misdistribution of benefit and damage C  
8 Cultural heritage 

 
B Depending on the transmission line route, social 

institution such as small pagoda of the village may 
be affected. 

9 Local conflict of interests C  
10 Water Usage or Water Rights and Rights of Common 

 
B Depending on the transmission line route, some 

infrastructure may be affected. 
11 Sanitation   

12 Hazards (Risk) 
Infectious diseases such as HIV/AIDS 

  

Natural Environment 
13 Topography and Geographical features 

 
B There is a possibility to have some impacts 

according to the transmission line route 
14 Soil Erosion 

 
B There is a possibility to have some impacts 

according to the transmission line route 
15 Groundwater 

 
B There is a possibility to have some impacts 

according to the transmission line route 
16 Hydrological Situation   
17 Coastal Zone (Mangroves, Coral reefs, Tidal flats, etc.)   
18 Flora, Fauna and Biodiversity 

 
B There is a possibility to have some impacts 

according to the route 
19 Meteorology   
20 Landscape 

 
B There is a possibility to have some impacts 

according to the route 
21 Global Warming   

Pollution 
22 Air Pollution 

 
B Some impacts only during construction 

23 Water Pollution 
 

B Some impacts only during construction 

24 Soil Contamination   
25 Waste 

 
B Some impacts only during construction 

26 Noise and Vibration 
 

B Some impacts only during construction 

27 Ground Subsidence   
28 Offensive Odor   
29 Bottom sediment   
30 Accidents 

 
B There might be a possibility during construction and 

operation period 
Rating: 
 A:  Serious impact is expected. 
 B:  Some impact is expected. 
 C:  Extent of impact is unknown (Examination is needed. Impacts may become clear as study progresses.) 
 No Mark:  No impact is expected. IEE/EIA is not necessary. 
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9. Alternatives  

 It is necessary that the Study examine the alternative of “without” project option and alternative 

project site options in light of environmental and social considerations.  Upon analyzing 

alternatives, both positive and negative impact duration, scale, and significance in each case can be 

compared carefully among options. Feasibility of mitigation measures, in terms of cost and 

difficulties in implementation, will be also considered. 

 
10. Terms of Reference (TOR) for Environmental and Social Considerations 

Scope of work of TOR for IEE on the proposed project in the Study shall entail at least the following 

items: 

(1) Description of the proposed project 

(2) Review of Literatures, Laws, Regulations and Standards Concerned:  

Particularly on the latest information of the EIA procedures and institutional frame work 

(3) Description of the Environment:  

Physical Resource -topography, affected area, soils, water resource, climate,  

Biological Resources -vegetation, wild and aquatic animals, national protected areas, 

Socio-economic and Cultural information -population, ethnic composition, economy, 

agricultural, commercial, industrial activities, health and education, infrastructures, UXO 

conditions 

(4) Analysis of Potential Environmental Impacts:  

Significance of positive and negative impacts on each item, from construction to operation & 

maintenance period 

(5) Analysis of Alternatives and Mitigation Measures for Negative Impacts 

(6) Preparation of Environmental Management and Monitoring Plan and Review and 

Recommendation on Institutional Capacity to Implement the Plan 
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１．115kV 送電線、115 / 22kV 変電所（2008 年 6 月 26-29 日） 
 中央１地域の Pakxan S/S から、中央２地域 Pakbo S/S は JBIC ローンで 115kV 送電建設が

予定されている。中央２と南部をつなぐ送電線建設が期待され、Kengkok S/S - Ban Jiangxai S/S
が候補となっている。 

 

  

Pakxan S/S 変電所 (中央 C1 地域)          Kengkok S/S 引込鉄塔とガントリー 
奥の鉄塔はメコン川横断鉄塔           左側に２回線の引き込みスペースあり 

    

   

Ban Jiangxai S/S 多回線のスイッチ        右が 500kV 送電鉄塔（タイ輸出用） 
ステーション将来 Kengkok から引込       左が 115kV 送電鉄塔（国内基幹用） 

 
２．地方電化 太陽光設備（2008 年 6 月 28 日） 

 南部チャンパサック県の世銀太陽光 SHS プロジェクト視察、PESCO と呼ばれるサービス組

織が運営しており、20W、30W、40W、50W の SHS が選択できる。それぞれにつき

150,000-250,000kip の初期投資と 13,000-30,000kip/month の使用料が徴収される。受益者はバ

ッテリーチャージより安く電気を得られる。配電線の末端から約 13ｋｍ離れている。 
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40kW パネル、10 年間で世帯主の資産となる。    50AH ドライバッテリーには鍵付 
となる。蛍光灯は 70,000kip/個          用途は蛍光灯、TV、扇風機、ステレオ 
 
３．水力設備視察（2008 年 6 月 26 日 – 7 月 2 日） 
（1）Nam Theun2 建設サイトと住民移転村の視察 

   

Nam Theun2 発電機建屋           Nam Theun2 建屋内ランナーの工事 
 

ダムの建設に伴い、17 村が移転。補償対象住民は 1,200 世帯、約 6,000 人であり、補償内容は、移転

先の土地、家屋、基礎インフラ（電気、水タンク、トイレ／各家庭、水ポンプは１台／５世帯、公共インフラ

は学校、保健センター、マーケット等）の供与である。さらに、以下の分野について、職業訓練コースを提

供、村に常駐スタッフを配置して支援するなどの、職業補償を実施している。９年間で年間所得 1,200US

ドル／世帯（自家消費用の作物の現金換算含む。現在は年間所得 200－300US ドル程度）を目標とし、

達成できなかった場合は補償を延長。 

・ ５種類の職業補償： 

1)農業（0.66h/世帯、灌漑施設の供与） 

2)村落林業（Village Forestry Association を形成、年間所得 300US ドル/世帯をめざす） 

3)貯水池での漁業（ボート１隻/２家族） 

4)サービス業（店、修理工、手工芸品等） 

5)家畜飼育（豚、鶏、牛） 
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また、環境保全として、以下の活動を実施している。 

・ 貯水池の水源流域である Nakai-Nam Theun National Protected Area （NPA）、4,000ｋｍ2 の保全活動 

・ 保全地域内に居住する少数民族 6,000 人を対象に社会開発も実施 

・ NPTC の資金支援（コンセッション期間中、毎年百万 US ドル）によって Watershed Management  

  Protenction Authority を設立 

 

   

   Nam Theun2 発電所 環境社会調査     移転した Area１、Nakainoua 村（94 世帯） 
 

（2）Selabam 水力発電所 
ラオス国最初の水力発電所であり、運転開始時には国王も訪れた発電所であり、モニュメント的な要素

がある。当該地域における EGAT-EDL の電力輸出入は EDL の輸入が多い。高い料金で電力を引き取ら

ざるを得ない状況である。国内グリッドの確立が望まれる。 

・ １～３号機：合計出力＝２ＭＷ、フランス製、1970 年運転開始、フランス無償プロジェクト 

・ ４号機：出力＝３ＭＷ、中国製、1994 年運転開始、中国無償プロジェクト 

    

Selabam 水力１～３号機：出力＝２ＭＷ      Selabam 水力【フランス無償協力】 
                         水車は磨耗が激しい 
 

・ 発電所保守スタッフは 32 人 

・ 取水路のメンテ頻度 

雨期：２～３回/月 
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乾期：１回/２～３ヶ月 （１回あたりの作業時間は数時間） 

砂が水路内に堆積するため排砂作業が必要になる。 

作業手順：開水路両側に砂が堆積するため、ポンプによる圧力水により、水路底部へ落とし、取水口

横にある排砂ゲートを開けて砂を排出する。 

・ １～３号機は古い。シール材の交換のため毎年水車を止めている。 

・ 中国製の水車は品質が悪く、磨耗が著しかったため 14 年で水車ランナーを交換した。 

 

（3）Theun-Hinboun 水力発電所 
ラオス国で最初の IPP 事業。出資割合は EDL=60%、Nordic Hydropower AB=20%、MDX Lao=20%

であり、電力供給先は EGAT=95%、Domestic=５%。国内供給はタケック SS から供給される。 
 

・ １、２号機： 出力＝105ＭＷ×２Units = 210MW 

・ 年間発生電力量： 1,561GWh 

・ 発電所保守スタッフは全部で 150 人（うち、エンジニアは 50 人） 

 

    

   Theun-Hinboun Power Company               Theun-Hinboun Power Company 

発電所建屋及びトランスフォーマー             ダムの越流状況 出力 210MW  
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